
 

 

地域ブロック：中国 

ルート名称 ：人間文化の原風景 ～ご縁をつなぐ神仏の通ひ路～ 

活動名称  ：神話資源調査 

 

１．活動の概要 

(1) 活動内容 

①圏域内神話資源の抽出・整理 

②「オオクニヌシ」など共通のキーワードに基づく神話資源の整理 

③キーワード別の神話資源へのストーリー性の付与と周遊ルートの設定 

④道の駅への風景街道ブース設置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

弓ヶ浜 黄泉比良坂 神原神社 

道の駅の風景街道ブース 
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(2) 活動による成果・効果 

 平成22年3月末のレーク街道研究会において、レーク街道推進会議メンバー、自治体関

係者、県内観光関連事業者等に、その成果を発表することとしている。 

 また、古事記編纂1300年を迎えるにあたって、島根県を中心に、古事記や出雲神話に

着目した観光振興の動きが始まろうとしている。これらとの連携を図りながら、出雲神

話をテーマとした日本風景街道の活動としての取り組みを展開すべく、島根県観光振興

課・道路維持課への提案などを行っており、平成22年度以降の活動展開を目指している。 

 今回の調査結果により整理した周遊ルートの感想など、利用者の意見についてもその

中で調査を行っていきたいと考えている。 

 あわせて、道の駅に設置した風景街道ブースを、風景街道全般の取り組みと合わせて

神話資源調査結果のPRや、周遊ルートの出発点、神話関連映像の放映などに活用するこ

とで、調査結果の有効活用に役立てていきたい。 

 

(3) 活動のきっかけ、目的・目標 

・ レーク街道推進会議としてのこれまでの取り組みは、風景や自然に着目したものと、

それらの情報提供システムを構築することなどが主眼であり、本圏域特有の資源であ

る出雲神話に着目した取り組みが少なかった。 

・ 単なる神話資源の抽出・整理では、島根県立古代出雲歴史博物館や出雲学研究所な

どの調査結果や資料と肩を並べるものとはならない。あくまで日本風景街道の取り組

みとして、風景街道登録ルートを基本としながら、風景と、その背景にある神話の物

語をストーリー性・回遊性をもって楽しむことができるよう、調査した神話資源を整

理することで、既存調査資料との差別化を図った。 

・ これまで風景街道の取り組みはホームページや個別事業の実施とあわせて実施して

きたが、恒常的に来訪者に向けて情報を提供する場がなかったため、道の駅に風景街

道専用のブースを設置した。 

 

２．取り組み内容 

(1)活動を行うに当たっての主な課題 

・ 調査の成果としては既存資料との差別化を図ることができたが、レーク街道

推進会議内での検討にとどまっており、より来訪者等に受け入れてもらいやす

いものとするためにも、古代出雲歴史博物館の学芸員など、専門家からの視点

を入れる必要がある。 

 

(2) 具体的取り組み内容 

①圏域内神話資源の抽出・整理 

出雲国風土記、古事記、日本書紀の中から、関連する91箇所の神話スポット

及び神々、祭事、伝承、自然環境を抽出。 

②「オオクニヌシ」など共通のキーワードに基づく神話資源の整理 

「国引き神話」「八俣大蛇」「国譲り」などのキーワードによって、①で抽
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出した資源を整理。 

現地確認・写真撮影のうえ、個別神話スポットの個票を作成した。 

③キーワード別の神話資源へのストーリー性の付与と周遊ルートの設定 

レーク街道推進会議での検討によりキーワードは「スサノオ」「オオクニヌ

シ」「ヤツカミズオミヅヌ」の3つに絞り込んだ。（別紙参照） 

④道の駅への風景街道ブース設置 

宍道湖南側、国道9号沿線の「道の駅 湯の川」に、風景街道専用の情報発信

用ブースを設置した。圏域地図や風景街道の紹介パンフレットなどを配置して

いる。今後、神話資源調査結果及び新たな周遊ルート等について紹介した地図

やパンフレットも設置する予定としている。 

設置にあたっては、道の駅、国土交通省松江国道事務所、島根県道路維持課

にご協力いただき、それぞれと個別の調整を行った。なお、設置に際しては占

用許可を申請・受理いただいている。今後、圏域内の他の道の駅にも同様のブ

ースを設置いただくべく、関係者との調整を進めていく予定である。 

 

 ・活動の原資 

神話資源調査については、国土交通省からの日本風景街道登録ルートを対象

とした支援により実施している。 

レーク街道推進会議の事業は、国土交通省からの支援、事務局である松江商

工会議所からの支援により実施しているものと、国や県等の競争的財源を獲得

することによって実施しているものがある。後者については、レーク街道推進

会議の主要メンバーによるコア会議において企画書・申請書等の検討を行った

うえで採択を目指すというスタンスである。 

 

 ・活動の推進体制 

レーク街道推進会議内に「神話資源調査チーム」を設けて、資源の抽出や現

地調査、資料作成などにあたった。 

調査の経過はレーク街道コア会議において確認し、調査結果をレーク街道推

進会議の全体会議において報告することとしている。 

 

３．取り組み上の反省点、活動の結果生じた課題、その対応方針等 

・ 検討がレーク街道推進会議内にとどまっており、専門家や一般の方等、外部

からの視点が必要と考えられる。 

・ 一般の方にも周遊ルートを認識してもらうための仕掛け・仕組みづくりには

高いハードルがあると考えられる。関連する神社・仏閣との調整や自治体との

調整が必要となる。特に、ルートであることをあらわすためのサイン設置も検

討しているが、そのためには所管する自治体との連携は不可欠である。圏域内

自治体はレーク街道推進会議に参画いただいており、こことの調整を図る。 

・ 先述のとおり、島根県を中心として古事記編纂1300年事業として平成22年か

ら26年にかけて様々な観光振興の取り組みが行われる予定となっている。レー
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ク街道推進会議から島根県へ働きかけ、県からも民間と一緒に取り組んでいき

たいとの意向もいただいており、特に今回の調査結果と関連させながら、島根

検討への提案や協働での取り組みを実践していきたい。 

・ レーク街道推進会議の中でも、主に活動に携わるメンバーが限定されている。

今後は、多くの参加メンバーが共有できる仕組みや体制づくりが大きな課題と

なっている。 

 

４．問い合わせ先 

所属団体：レーク街道推進会議 

担当者名：事務局 岩見、高尾（松江商工会議所観光振興課） 

電話番号：0852-32-0504 

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：iwami@matsue.jp 

関連ＨＰ：http://furusato.sanin.jp/kaidou/ 
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